
桐生・桐生南支店
（2019 年 8月建替え）

安中・磯部・松井田支店
（2021 年 5月新築移転）

近年の新築店舗

中之条・原町支店
（2021 年 6月新築移転）

　各エリアに４名の地区統括役員を配置し、地区ガバ
ナンス体制を強化しています。地区に一定の権限を委
譲し、地域戦略の立案や目標設定など、ボトムアップ
による自律的な地区運営に取組むことで、地域・お客
さまの持続的な成長と当該地区における当行の持続的
な収益確保を目指しています。

　銀行の窓口に来店されるお客さまが減少する一方、
インターネットバンキングを利用されるお客さまは年々
増加しております。また、相続・資産形成など、より専
門性の高い相談ニーズは高まっており、このような環境
の変化に対応していくため、店舗網の再構築と相談拠
点・デジタルチャネルの拡充に取組んでいます。
　店舗網の再構築では、2016 年以降、37店舗の統
廃合を進めてきましたが、今中期経営計画期間中では
10 ～15店舗の統廃合を計画しています。一方、相談
拠点である休日営業の個人相談プラザについては、現
在４か店設置しており、今後さらに２店舗程度の設置
を計画しています。

店舗機能の再構築
　地域の中核店である「フラッグシップ店」と一部業
務を軽量化した「サテライト店」が連携し、地域の店
舗網を活かしたお客さまに最適な金融サービスを提供
していきます。

店舗網の選択と集中
　来店客数の動向や近隣既
存店舗のリニューアルの必
要性などを総合的に判断し
ながら、店舗統廃合（ブラ
ンチ・イン・ブランチ）を進
めていきます。

地区ガバナンス体制確立 店舗戦略

　「デジタル（Digital）」と「対面営業（Physical）」を
効果的にミックスした、当行グループならではの顧客体
験の提供を目指し、バンキングサービスと非金融サービ
スの連携に取組んでいます。
　2022 年 4月に個人のお客さま向けスマートフォンア

プリ「ぐんぎんアプリ」の提供を開始しましたが、今後、
諸届受付や税公金の納付、投資信託の取引などの機能
を追加していく予定です。また、法人のお客さま向けには、
2023 年度中に法人ポータルの導入を予定しています。

DigiCal 戦略の進化　2023 年度導入予定の店頭タブレットを基軸とした事
務改革に取組んでいます。店頭タブレットには、口座
作成、諸届などの機能を段階的に導入し、将来的には
デジタルチャネルとの連携も図っていく予定です。

営業店事務改革

　ＷＥＢ会議や電子契約等を活用した効果的な営業
活動を行い、より多くのお客さまのニーズに対応して
います。

ニューノーマルを起点とした営業スタイルの確立

　営業店と本部の連携を強化し、お客さまの多様化・
専門化・長期化するニーズに対応しています。本部の専
門性をさらに高めるため、店舗統廃合等により捻出し
た人員を本部に再配置し、本部の専門人材を増強して
います。

営業店と本部の効果的な機能分担

　前中期経営計画期間中の「業務改革プロジェクト」
では、行員から集まった業務廃止・見直しなどの意見、
6,096 件の内 1,036 件を案件化し、年間 67 万時間分
の業務を削減することができました。
　今中期経営計画においても、「業務改革プロジェクト」
を継続し、本部横断的に組織されたワーキンググルー
プが中心となって業務改革に取組んでいきます。今中
期経営計画では、「業務報告のゼロ化」と「業務のム
ダ排除」、この２つのテーマを深掘りし、さらなる業務
の効率化を進めていきます。

業務改革プロジェクト

　システムを重点分野と非差別化分野に分類し、メリハ
リをつけたシステム構築を行っていきます。今後10 年
間の累計で既存のシステムコスト４割抑制を目指す一方、
アプリや法人ポータルなどお客さまとの接点強化や情報
活用などの分野については、積極的にシステム投資を
行っていきます。

システムの最適化

営業プロセス改革 チャネル改革効果的な営業態勢を築くことで、
お客さまへの「つなぐ」力を強化していきます

業務プロセス改革 業務を効率化することで
経営資源を「つなぐ」力に注いでいきます

既存店舗を再構築し、相談拠点やデジタルチャネルを
拡充することで「つなぐ」力を強化していきます

勘定系システム 2029 年の更改に向け、クラウド化も視野に
入れスリム化を進めていく

情報系システム データをマーケティングや経営管理に最大限
活用できる仕組みへ

サブシステム 重点分野以外は統廃合を図る

企業向け融資の例

融資電子契約率100%を
目指す（2025/3月末）

相談・提案 申込手続 契約 アフターフォロー

訪問・来店による面談

WEB会議・電子メール
（Teams/Webex） 電子契約 WEB会議

法人ポータル
（チャット 各種申込手続き）

導入済

導入予定

事務フローの簡略化

ペーパーレス

印鑑レス

オペレーションレス

後方事務の削減

本部集中化の深掘り

※画面はイメージ

地域課題の共有

●地域・お客さまの持続的な発展
●銀行（各地区）の持続的な収益

自律的な地区運営
●地域戦略に基づく営業活動
●営業店の目標や、評価基準
　（プロセス）を地区ごとに検討

地域戦略の策定

●EV化に伴う産業支援
●コロナに伴う温泉地支援
●人口減少地域の持続性

●どう「つなぐ」力を発揮するか

パーパスの実現

取組みの
優先順位

地区ごとの
KPI設定

地区統括
役員を中心に
地区ごとに実施

例

段階的に
進める

2016/4月
（前々中計）

2019/4月
（前中計）

2022/4月
（現中計）

701人 800人 746人
53人 86人 121人

営業店
本部

【渉外人員の推移】

店舗統廃合による
人員再配置

専門人材の
増員

利用者見込

ATM
法人ポータル アプリ

ホームページ
（2022年度下期リニューアル）

個人向けアプリ

法人ポータル

電子契約 ローンWEB完結

WEB面談（相談）

ダイレクトセンター

TSUBASAアライアンス

（2023年度導入予定）

参加行と開発

データ
連携

インターネット
バンキング

相談・契約

日常的

リアル

支店・出張所

個人相談プラザ／ローンステーション

デジタル

2023/3 2025/3 2027/3

15万人

30万人
40万人

9店舗

145店舗
139店舗

116店舗

28店舗

10～15程度

2019/3
（前々中計）

※ローンステーションやネット支店を除く

2022/3
（前中計）

8割増

1割減

4割減

2025/3
（現中計）

統廃合実施数

接点推移

実店舗数

来店

ATM

IB等

来店 来店

ATM ATM

IB等 IB等

アプリ

過去10年推移 今後5年見通し
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